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　富山大学薬学部では、米国南カリフォルニア大学薬学部と
の学術交流協定に基づき学生の交換留学がほぼ毎年行われ
ています。本コラムでも、何度か本学学生の留学体験が掲載さ
れているので、ご存知の諸氏も多いことかと存じます。今回は、
これまでとは視点を変えて、南カリフォルニア大学から本学に
留学された学生の様子について、皆様にお伝え致します。
　平成30年５月28日から６月８日までの約２週間、南カリフォ
ルニア大学薬学部の女子学生２名が、特別聴講生として本
学部が企画した「Clinical Pharmacy Program」に参加して
くれました。本プログラムは、附属病院薬剤部や協力薬局等
での研修を通して、米国ではほとんど馴染みのない日本独自
の和漢薬について学んでもらい、富山のくすり文化に親しん
でもらうことを目的とした企画となっています。附属病院薬剤
部では、本学が実践している「東西医薬学の融合」の観点か
ら、東西医学における診断法の違いを概説し、模擬処方箋
を用いた和漢薬調剤と服薬指導を体験してもらいました。百
味箪笥を用いた和漢調剤実習では、生薬を実際に手に取り、
有効成分だけでなく生薬自体が持つ味や香りが薬理作用と
密接に関連していること、生薬の組み合わせにより薬効が変
化することに強い関心を持ち、熱心に質問していました。ま
た、病棟担当薬剤師に同行し、持参薬の鑑別や服薬指導、カ
ンファレンスの見学を通して日米における病棟薬剤師の役割
の違いやコメディカルスタッフとの連携について学んでいただ
きました。
　一方、西尾薬局（フローラメディカ）では、桂枝茯苓丸を調
合したり、アロマ入りのハンドクリームやスプレーを作製させ
ていただきました。桂皮、芍薬、桃仁、茯苓、牡丹皮の粉末に
ハチミツを混ぜて作る桂枝茯苓丸の作製では、丸薬形成の
ために手のひらで丸めた時に、それだけで手のひらが温かく
なり、和漢薬の効果を実感しているようでした。アロマ入りの
ハンドクリームやスプレーの作製では、リフレッシュするため
のアロマ配合や集中力を高めるためのアロマ配合など様 な々
配合があり、どれにしようかと選ぶのを楽しんでいました。作
製したハンドクリームやスプレーはお土産にいただいたので、
米国で使用してくれていることと思います。さらに、西尾薬局
の上飯野店にも訪問し、散剤やシロップ剤を作製するため
の調剤ロボットが働く最新の業務を見学させていただきまし
た。ロボットが自動的に薬品の秤量から分包ま
で行う様子に、二人とも驚いていました。
　その他、本プログラムでは、大学院医学薬学
教育部の外国人留学生との交流、薬学部薬用
植物園の見学、さらに市立砺波総合病院での薬
剤部、検査部、手術部、病棟等の見学も行いま
した。そのなかでも、市立砺波総合病院での鍼
灸治療の見学では、初めは不思議そうな表情で

説明に耳を傾けていましたが、終了後には大変興味を持った
ようで、多くの質問をさせていただきました。また、本プログ
ラムには、日本、特に北陸の自然や文化にも触れていただく
機会を設けてあります。立山の雪の大谷やミクリガ池周辺を
散策し、北陸地方の積雪の多さにビックリするとともに初めて
のソリ遊びも体験してもらいました。さらに、金沢の兼六園を
見学するとともに金箔細工の作製にも挑戦し、独自の伝統文
化を体験してもらいました。日米、特に常に温暖なロサンゼル
スの自然や文化の違いを肌で感じたようでした。
　今回、本学での研修に参加した二人は、共に初めての来日
であり、日本語もほとんどわからないため、当初はかなり不
安があったようでした。しかし、日本人の“ホスピタリティ（お
もてなし）”に感銘を受け、大変助かったとのことでした。こ
れは、上述の研修時に、英語を流暢に話せなくても二人に積
極的に話しかけ、理解できるように身振り手振りを交えて説
明していただいたこと、昼食や夕食時に、薬学部生が「手巻
き寿司パーティー」や「たこ焼きパーティー」を企画し、お互い
の学生生活や趣味などを話しあうリラックスできる時間を準
備してくれたことによるものでした。彼女たちは、この日本人の
“ホスピタリティ”が、病院や薬局の患者さんに対する接し方
に現れており、勉強になったとのことでした。このように海外
からの留学生に感じていただいたことは、本プログラムにご
協力いただいた多くの先生方や学生さん方のご尽力によるも
のであり、この場を借りて皆様に御礼申し上げます。また、今
後も、富山大学薬学部でしか学べない本プログラムが学術
交流として続いていくことを願っています。
　　　　　　　附属病院薬剤部　加藤　　敦
　　　　　　　薬学部　　　　　清水　貴浩、宮本　嘉明
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“Photo Letter”のページでは，広く会員の方々の投稿を募集しています。
「遠久朶」寄稿規定に従ってお気軽にお寄せください。
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